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、い.る
‘ば
か
'り
.で
な
く
、
ぞ
の
：扱
い
方
に
お
い
て
ゝ
歷
史 

.填
や
'̂

社
會
擧
や
ら
民
族
學
や
ら
區
別
：の
令
か
ぬ
も
处
が
數
々
’あ
る
。
ニ
沖
赂
ソ
戰
前
派
タ 

.領
域
を
守
I

か
4

心
：しV

い
る
の
I

し
：て

談
^

と

：に

む

し

：
ろ
：
地

.理
擧
の
若
が
克
ゥ
を
求
め
ょ\
と
す
、る
。：
 

<中
略
>
:
.
憐
接
諸
分
野
：の
場
食
に
は'
#
;れ
ぞ
れ
の
.分
野
の
內
部
に
お
け
る

V

.

.

. 

; 

• 

■ 

• - 

:•(
.
• 

• 

\ 

-
.
.
.
.
.
.
.
.

圓

-. 

- 

.

'

^
流
れ
1
と
い
ぅ
も
：の
が
あ
り
、
い
わ«
そ
の
學
問
の
內
か
ら
盛
サ4'
る
學
間
的
11
1̂

■
地
理
學
の
課
題
と
領
域
に
：就-い
て
' 

.

.

.ペ

..
1
-
:

(

九
六
九)



嚷

?
:'
-:。_

摩

暮,

，第
西
ホ
六
卷
士̂̂

と
し
て
い
る
の
に
對
し
て
、‘地
理
學
の
場
合
に
は
そ
の
ょ
ぅ
な
主
體
性
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
に
お
け
る
他
分
野
の
流
行
的
傾
向
た 

:_
_

歷
吏
擧
■
中.4,

ど
.̂

る
歷
史
■
義
的
方.
提_

や
社
會
經.
濟
史
擧
冷
流
釋
マ
さ
弋
は
最
近$
人
類
擧
や
生
：態
學
の
流
行
に̂̂
 

.
■
應
し.
て

-1
色
目
を
啤
っ
：̂
い
，る
^
と
“
5;
;.
酷
評
^'
で
妒
な
ぐ
は
な
い
ぼ<
前
揭
論
交>̂

..

.-

.

.

.

こ
-
'
.
.
.
.
-
. 

. 

• 

, 

... 

• 

• 

t 

. 

- 

，
 

< 

• 

• 

' 

•. 

'
- -
'
•
•
•
:
■
-

半
端
な
學
間
至
上
主
義
を-粉
碎
す
る
，

」

ぺ
同
四
頁V
’と
と
：に
賛
成
洛
れ
る
。
，‘從
9
て
隣
接
諸
科
學
の
分
野
に
.も
積
極
的
に
進
出
す
る
こ
と
が 

:お
い
と.
ざ
れ
る
が
、^
の
瘍
合
に.
必
要
が
地
埵
學
め
圭
體
性
を
確
立
す
る
理
論
と
：し
：て
>
へ

.-
1
地
的
均
衡
論」

，
を
提
唱
洚^

. 

•+.. 

' 

' 

■ 

. 

: 
r
 

… 

-

.

.
、
•.
.
. 

- 

. 

V

:'
. 

.. 

. 

• 

'
.
.
. 

.

.

.

.

.

填

私

に

嘴

の
■

ゎ

糧

瑟

尨

1

湯

倩

8

茗

--
'-«

通
に
敉
1

斯
等
？
分

縣

に

擧
3

|

れ
る
ょ
ぅ

&
硏
究
に
手
を.
っ.
け
る
あ
な
：がち愼

U
む
べ.
き.
こ
：とi
は
®
わ
ぬ.
ご
と
、
：但
し
そ
の
：場
合‘
も
地
理
學
の
理
論
を
持
っ
て
い
る
：こ
と 

が
必
要
と
：思
う
こ.ど.
で
は
、
.氏
：と
似
た^
兄
を
持
^
て
唐
：な
。
然
し
乍
ら
私
は
、

..
-:
'「

地
的
均
衡
論」

に
せ
ょ
^
に
せ
ょ
一
っ
の
理
論
を
持

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

圓

.

.

一

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.:づ
て
.、
，古
い
地
理
學
と
い5
« :
か
.ら
と
び
出
し
で
行
べ^
ど

，に

ぼ

篇

し

な

レ

。

_し
か
%*
'
.私
か
ら
見
れ
ば
4

も
の
で
、
そ
0;
存
祛.
は.
人
間
の
論
馳
に
大
き
な
貢
献
を1.
:て
居
る
土
思.
う
の
：で
あ
、る。

-'
;■
•. 

•-

 ̂

. 
'.ご
;.
;

ノ
ぺ.
'へ
へベ

.：：

.

.
'
へ

 
'
し'-.'
.:.::
 

■
-
.■
' .
-
:

■
-

:.
:

;v
.
.
.

■'」

，
；,■
'
地
理
學
硏
究
の
課
題
に
就
、い̂

: 

•

-• 

<
•
•
•
•
• 

*■•
•
•
•
•

 

• 

- 

. 

.

'•
'
 

•

'■
'

■
■|
嘗
づ
..て

小

著

自

.
明
に
あ
る
と
：し
：た
。'.こ
れ.
は
地
理學

：：

の
生
れ
て
來
る
根
本
的
な
出
發
點
を
紫
察
す
る
こ
と
か
ら
到
達
し
た
結
論

.
で
あ
っ
て
、'
ひ
と
が
地
表

,  

- ..... 

.....
 

...
• /
* 

.
 

.

. 

.. 

• • • 

,
/
 

-

め
部
分
々
々
■に.
對
し._
て
關
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を
持
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は
、
そ
れ
等.
地
表
部
分
の
瓶
に^
種
の
相
遠
が
，あ
り、'
 
し
か
も
^
部
分
の
特
殊
性
は
栂
續
性
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定
性
を
持
っ
と
い
ぅ
事
實
を
認
め
る
か
ら
だ
と
考£-
た
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で
あ
る
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表
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部
分
が
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特
殊
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る
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威
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期
間
持
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部
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つ
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で
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'

環
境
と
人
間
と
の
關
係
を
硏
究
す
る
立
場
は
、
テ
ィ
ラ
ー
敎
授
の
よ
う
に
自
然
環
境
か
ら
人
間
べ

.の
關
係
を
觀
察
す
る
も.の
、
自
然
環
' 

*

人̂
間
め
.相
5:
關
係
，を
.注
目
す
：る
.も
の
..、.自
然
環
«
の
^
に
社
會
摄
墙
を
重
要
視
ず
る_も
の
.な
；ど
..：に.分
れ
.る
の
_.で.あ
っ
て
、
川
喜
田
氏
パ 

.:
o
;

「

地
.的
均
衡
論」

■は
.抓
ん
.'̂
關
：の
.結
果
兩
者
の
間
に」

'種
.の
均
衡
.が
生
'1
:
'
-
.
て
居
る
^
い
3
考
ぇ
.
>|
/
.で
あ
..る
が
、.
.す
べ
.て
，.こ
.れ
等
の
..立
場
.

人
間
と
環
境
と
9
關

係

々

：硏

究

オ

名

も

の

で

汍

丨

、
：
：̂

謂
入
間
坐
學
に
屬
し
て
居
る
％

郞
ち
地
理
學
と
呼
ば
れ
石
と
同
時
に
.人
間 

生
態
學
と
；も
呼
ば
れ
る.の
.：で
&

る

。

地

理

學

.を

も

っ

べ

地

.紙

的

個

性

：の

記

述

及

び

說

明

を

行

お

う

と

す

る

も

の

と

^

'
.離
れ
て
居
り
、
非
常
な
誤
り
を
お
か
し.た
こ
と
も
あ
る
が
、
人
間
生
活
の
..硏
究
に

.

對
し
て
非
常
に
重
要
な
賁
献
を
し
て
來
た
こ
と
も
認
6̂ 

;
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
：い
。
ー%來
、
人
間
と
自
然
環
境
と
の
關
係
及
び
社
會
環
境
と
の
關
係
ば
、
：
人
間
生
活
に
極
め
て
重
大
な
役
割
を
持
つ
の

：

\
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'■

で
あ
る
'か
ら
、.夺
^'
て
ま
た
地
威
的
俩
啤
の
說
明
汰
と
れ
等
の
關
紙
の
把
に
が
求
め
ら
れ
右
の

^

^
る
か
与…

環
境
論
的
研
究
乃
至
地
人

• 

. 

.

.

.

.

. 

-■»
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. 
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-

'

.

相
W
論
的
硏
究
.は
、
今
後
1
敷
界
に
，重
要
な
地
位
を
占
あ
る
ご
と
は
疑
い
な
"い
。
地
.表
.を
記
述
す
る
立
場
乃
至
地
域
的
個
性
啥
記
述
す
る

立
場
.と
.、
瓌
墙
論
的
乃
.至
地
人
相
關
論
的
立
場
と.
.は
、'昔
か
ら
兩
者
相
^̂ 

で
.あ

' 
\

 

1り
、
現
莅
の
わ
が
國
で
こ
ぞ
前
替
が
優
勢
で
あ
る
：よ
う
^
思
'わ
れ
る
が
、'
こ
れ
か
ら
も
恐
^
く
/ー
 

つ
の
流
れ
.に
合
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ 

ぺ

.'
'
ろ
う
。
_だ
か
ら
私
^
、
あ
な
が
ち
*
填
論
的
立
場
を
否
定
す
る
も0
で

紀

な

：
い

が
"

1

^

^

M 

.
-■
■

へ'

.

:

述
及
び
■
湖
を
地
へ
理
學
の
課
摩
と
ヤ
を
立
壌
を
■ど
る
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ニ
く
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-
.と
こ

6 :
が
こ
こ

^
第
三
の
ー
立
#
と
し
て
、

「

地
理
擧
は
地
域
の
稱
造
を
具
顧
的
む
把
握
じ

'
究
明
す
る
學
間
で
あ

.る」

.
と

す

る

說

が

あ

，

る
。
.(

松
井
武
敏
氏
、
前
揭
論
文
、1
七
九
頁)

こ
れ
は
地
表
を
齡
述
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
地
域
を
取
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
構
造

'

を
そ
れM

體
と
し
て
硏
究
の
對
象
と
す
石
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
歷
史
學
と
地
理
學
と
を

「

具
體
的
科
學」

七

、
他

の「

現

象

論

的

科'

聽

7」

:

.

.
學
J
.
Hび「

組
派
論
的
科
齊
-
.が
ら
區
別
す
る
と
共
ぬ'「

^

'理
學
で

.あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
地
域
は
地
理
學
が「

實
驗
的
檢
證
の
操
作」

を
行
う
場
で
あ
る
と
烤
え
旮
。
そ
し
て「

そ
の
‘

よ
5/
な
場
と
し
て
、.
最
も
よ
く
選
ば
れ
る
の
は
、
特
殊
性
を
持
つ
地
表
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
地
表
に
お
い
て
、
.
地
域
鞲
造
が
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て
い
る
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に
；
£
な
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と
沄
う
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地
表
を
記
述
す
る
に
當
つ
て
、
最
も
完
全
な
意
味
で
.の
記*

•

を
行
う
：̂
的
か
ら
地
域
的
特
殊
性
乃
室
歸
性
を
求
め
る
と
い
う
の
で
は
な
く
ぐ
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性
の
あ
る
地
域
を
地
域
權
造
を
明
か
に
す
る
た
め
に
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三
田
學
會
雜
誌
第
西
十
六
卷
第
十
一.

一

號
. 

六

c

九
-七
四)

.)
こ
れ
：は
私
：の
者
汜

_

か

ら

見

れ

ば
.r  )

地

霞

記

述

：し

說

明

す

名

と

_

5'
;:
地
理
學
の
中
心
課
題
、、：更
：に

述
及
び
說
明
を
行
っ
て
每
地
表
を
記
述
し
說
明
す
る
と
い
う
仕
事
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。

•然
し
乍
ら
こ
の
仕
事
も
、
前
に
擧
げ
允
第 

:
H:o
立
着
ち
環
境
論
的
乃
至
地
太
相
關
論
的
硏
究

：

上
苘
樣
に
々
'地
^
餡
述
ー
の
仕
事
の
^;
;
部
分
と
し
て
行
わ
れ
得
を0
だ
か
ら
、(

本
稿
第

三
3

- 1
讓

ー

識
1

!

應

人

湘

珊

1

^

疆

*

^
硏

賓

達
^

#

を
あ
な
が
ち
：|

な
ぃ
と
同
1

::

由
で
、
&
め
：

p
i

1め
立
場
:%
否

定

し

女

い

。
，
賴
"

_

對
象
に
な
っ
た
と
い
う
事
で
あ
っ
て
、
政
治
上
經
濟
上
そ
の
他
の
方
茴
に
お

か

て
.，一
社
會
の
自
的
を
推
進
す
る
上
に
、
•地
區
編
成
を 

:逾
當
私
抒
$
£■
'>.
:
.
め

必

要

於

強

く

 

_
め
.ら
れ
て
來
た
紀
い
う
實
踐
的
揉
來
：と
關
連.す
を
も
：の
そ
知
り̂

:治
ノ
；
經

濟

そ
.の
他
各
方
两
で
0
勃
興
^'
關

連

す

是

も

の

セ

：あ

る

。

*
る
#
理
參

呼
び
覺
ま
し
た
と
さ
え

iK.

つ
て
居
る
く
ら
い
で
あ
る
。

. 

Y
o
r
k

eJ.nd London, X951. Ch. xv'Geography-and Regionalism, by E. w
,

 Gilbert, p. 346>> 

-
■■

こ
の
ょ
う
に
新
し
い
事
で.あ
る
の
で
、

地
理
學
教
の
こ
の
動
向
が
果
し
て
斯
學
に
對
し
或
ば
學
間

f

般
に
對
し
で
：如
修
な
る
寄
興
を
な.

:

し

轉

る

が

に

就

：い

.
て
：は>
炎
だ
第
一
：
'1;の

：立

場

に

立
#
树

爽

の

：
場

合

程

朋

如

：
で
は

.
な
:̂

^

の
構
造
を
硏
究
す
る
方
が
、
恐t

洗
搌
が
大
き
い
めで
は
な
い

か
と
思
う
。
少
く
と
も
他
地
域
と
の
關
係.を
：薄
察
ず
る
.上
に
於
い
て
、
. 

よ
り
十
分
な
仕
蒸
が.行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

、

 

•

:
v
>

ず
れ
i

.;
e
よ
，私
は
第」

.；の
立
場
を
：£
夺
-%
の
會
あ
：つ

• 

.
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也

域

犰

撖

性:€
)
.
'
軟
述
及
び
說&
と
呔
ど
ん
な
：仕
事
私̂

が
乙
レ__

ぢ
す
§
。導

托

:̂:  

て
、
そ
こ
に
各
地
域
の
個
性
を
見
出
し
そ
れ
を
記
述
し
、
.更
に
そ
の
分
布
狀
態
を

、.
そ
め
地
域
內
の
麗
象
の
間
の
地
.
緣
關
; «
を
觀
察
す
：
 

、ぎ.
/起
私

つ

：'て
說
_
ず
';
§

」

ど
负
ぁ
今.
：
徵
議
的
及
革
地^
^

 

甚

說

期
の

.

.

1

方
法
で
ぁ
る
し.
、
^
域
權
造w
究.
 

'明
は
地
域
的
個
性&
述
め
作
業
&::

部

と

も

な

备

し

：、
鑛

脚

の

：
仕

_

:;
£

へ
て
居
を
%.
.め
だ
か
ら
、，.
_
,ど
は
結
局
分
布
狀-
の
款
明
ぬ
翁
な
ぢ
众
い
弋̂ 

る
の 

ン
ば
、
.諸
種
の
-̂
:
.布
現
象
が
地
緣
關
係
に̂:
つ
て
、
換
|
嚴
れ
ば
.空
間 

い

さ」

と
か
ら
坐
じ
る
の
で
ぁ
る
。
そ
し
て.こ
の
地
緣
關
係
か
ら
生
じ
た
何
等
か
の
等
質
性
の
顯
蔷
な
も
の
が
あ
る
-«
合
、(

そ
れ
が
特
殊
. 

性
乃
.蘭

■

し
て
：認
め
jら
れ
' 
.
■
等
質
性
の
波
ぶ
iE
圍
が
埤
理
#.
上
の
地
寒
ど
感
ば
:*
る
%
め
->
;な
る
。
.も
ぢ
み
ん
：諸
現
象
の
分
布 

:狀
態
は
地
緣
關
係
如
ら
の̂
決
ま
：る
S
は」

K
X.
:故
い
"
モ
れ
ぞ
れ
.の
現
象
の
基
本
的
屬
性
が
地
緣
關
係
,
仕
方
を
基
本
的
に
狹
妁
る
こ
と

'
は
：ー
ず
'黎

も

な

い

ご

と

裏
.き

_
え
ば
高
酸
*:
务
瀵
^

唷
と
が
圓
係
を
基
本
的
に■決
め
る
"

，̂
分
布
狀
■
の
'說
明
は
，
地
：繳
關
爆̂

.

.と
か
と
麗
だ
過
程
を
諸
現
象
の_
に

生

ぜ

：し

め

也

諸

現

象

.の
：分
布
狀
態
を
決
：め
へ
る
こ
と
を
麗:1
.
な
け
れ

"が
で
き
な
い
，
べ
兹1)
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;

ン
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.
-
:
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私
I

著

5

濟
地
理
學
序
說」

で
、
個
性
の
說
明
は
、
環
境
と
の
關
係
の
ぎ
察
.に
ょ
つ
て
行
ぅ

ベ
：：

I

4

S与
：：

然
し
乍
ら
現
存
は
こ
れ
を
有 

■.
.
.:.
:
.
.
'
の
太
ぅ
に
：改
.め
る
必
贫
を
認
办
て
居
る
0

と
ー
？

<

は
、
分
布
狀
態
が
地
緣
關
係
电
ぁ
-る
諸
現
象
.と
'の
關
係
の
結
果
決
.ま
る
と
.す
.れ
$

そ
の
地
緣
關
释
.
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地
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學
：の
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敷
と
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：
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比
あ
る
諸
现
象
を
摄
墙
と 
一

K

つ
て
も
ょ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
環
境
と
い
う
槪
念
を
獨
善
的
に
餘
り
に
擴
大
し
た
用
法
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
Q 

も
と
も
と
壤
旗
と1

K

え
ば
生
物
學
上
の
概
念
で
あ
り
、
坐
物
に
對
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
C1
X
で
は
分
布
す
る
諸
现
象
の
分
布
狀
1

に
對
す
る
も
の
で
あ. 

:
:つ
て
、
そ
の
现
敛
方
生
傲
に
關
す
る
.も
.の
で
あ
る
隄
り
間
接
，に
は
生
物
に
對
す
る
環
境
と
な
る
け
れ
ど
.も
、
地
橡
的
個
性
を
形
成
す
I
见
象
は
孤
ず
し
も 

-

生
物
.に
關
す
る
も
.の
_と
限
ら
な
.い
。.
.
_
元
來
、.
'地
邵
-學
に
.は
自
然
地
理
學
.と
入
文
地
理
學
と
_が
.
.あ
り
、
' そ
.れ
JC
對
し
て
、g
pp!
d.
rt
®
_
I
J
e 

L
a
n
n
o
u

 

.や

.^' 

の
他
の
人
々
と
共
.に
、
人
文
地
理
が
と
”
も
直
.さ
ず
地
理
で
■あ
る
r
‘ip
ち

「

人
文
地
理
ば
短
が
地
理
と

‘
|#
ぼ
る
べ
き
.で
、あ
つ
た

」
(
L
a
o
e

o'g
r
a
p
h
i
®

: hntĜ
ne

'M9
4
9
.

,-*

野
淸
人
譯
、
•:
'■白

：水
社
、
：
：

f  
截
^

v>
か
或
ノ 

.:
>」

.
は
居
往
者
：='
'
0極
.
.め
て
^

</
>
地
域
夂
個
性
は
、：
是
非
と
知
&

魂
.

象
.；

の
.分
布
脱
_

ウ
う
も
_

見
：出
も
‘

る
.で
^ '
&:
デ
^̂

理
と
；は
妄
い
郝
4

1
い
。
.•
し
て
見
れ
ば
こ
乂
で
環
瘰
と
宏
5

言
葉
を
用
い
る
な
ら
、
場
合
に
キ
り
て
無
生
'物
關
ず
る
敗
象
か
分
布
狀
態
JC
對

.す

る

も

り 

.

.

.
で
^

る
こ.と
も■生
.じ
■.る 

o
. 

V
- 

,, 

: 

- 

-
V
. 

- 

.■ 

. 

- 

\

:

.

.

.■:
樹

、
；
右

のJ:
.
う
な
地
徽
關
係
^
あ
る
諸
現
激
の
中
に
.は
.、
^

理
的
.•

膚
形
的
に
；そ
の
場
所
に
分
布
す
る
v

o:
ば 

'か
^
で
.な

ぐ
、
他
她
或
と
.の
’間
の
特
定 

ー
,'
.
の
^

楚
的
：な
關
係
、

'

_え
.ば
.生
鹰
物
杧
對
レ

 

無
形
の
然
レ
乍
ら
固
定
的
な
要
因
も
含
ま 

.

れ
る
。
何
-と
な
れ
ぱ
こ
の
場
合
わ
れ
わ
れ
^
と
ら
て
重
要
な
ー
©

.^
.-
-̂
^

^

.̂.
'

-

.̂^
'.̂̂
^

-

.星

的

な
.：

〔

關
孫」

'
が
そ
^'
に
.分
^

し
：ー
て
居
多
'£
と
は
:>
物
，理
的
.に
分
布
ず
る
現
.象
.と
_

じ
ょ
う
に
，地
緣
關
係
に
あ
る
と
云
ヲ
こ
が
で
き
る
.。
：

然
し
地.緣

關

係.に
あ.る
ゴ
べ
て
.
の̂象
_の
間
の
關
係
病
殘
9
.女

く

觀
察
さ
れ
ね
ば
な

£>
-
:ぬ
ー
か
と?

そ
う
.で'
は
な
い
。
浮
動
的

V臨
時
的
な
も
^

.
を

除

い

た

恒

常

的
 

>
 

持

續

的
.
な

菁

の

：
の
；
間

の

關

保

だ

け

：：を

®

あ
.

る
。
.近

頃

動

態

的

な

研

究

の 

.
翦
が
：地

理
.
學

者
_
の

間

に

も

法

魂

さ

れ

て

は

居

；り
、
■'
■

斯
か
■

る
硏
究
：'の

有

用

性
.は
.
認

衩

ね

，
ば

：な

ら

な

い

に

も

拘

ら

ず

、

先

ず

,̂

則

と

，
し

て

恒

常

的
•

持

續

的

な

.纟 

も

の
.
の

間

の

關

係

の

み

を

觀

察

す

る
。

.
* 

: 

ン 

'

.

も
.

I

つ
序
に
述
べ
>て
配
：き
た
い
の
は
、
環
境
膨
的
.觀
察
亦
斯
か
る
.她
緣
關
係
.の
♦

分
.々

々
を
.說
明
ヤ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
卽
ち
地
糠 

'關
係
の.一

部
分
.を
と
'
.つ
：て'
み
れ
ば
、
環
境
と
そ
れ
に
園
ま
れ
る
：も
の
ム
の
翻
：係
.に
他
.な
ら
な
い
も
の
が
各
§-
0
前
^
環
境
論
的
乃
至
地
人
相
關
論
的
硏
究
：.

.
が
地
域
.的
個
胜
を
說
明
.す
る
：

一 .

方
法
.

f

あ
る
と
i

s
乞
 

へ
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.

■

- 
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.
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.
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■-

:

と
こ
ろ
'で
こ
の
地
域
的
個
性
の
記
述
及
ガ
說
朋
ば
、
'究
極
的
に
は
そ
の
地
紙
の
自
然
及
ぴ
人
.文
現
象
の
へ
全
般
に
わ
た
る
觀
察
の
結
果
行

-

-

.

い

-
, 

/ 

. 

. 

.

.

.

. 

• 

.

.

.

.

.

.

. 

,

わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
自
然
現
象
の
み
に
就
い
：て
の
硏
咦
を
行
う
自
然
地
理
：學
と
人
文
現
象
の
み
に
っ
い
て
の
人
文
地
理
學
と
の

.

/
.
1
,
.
#
を
'別
々
に.
認
め.
る
人
.々
も
多
く
、'ま
た.
人
文
地
理
學
|1
1
ち
地
理
學
と
;?
又
る
人
.々..
も
居
る
が
、
..
私.
は.
地
理
學..
ば
：.ー'つ..
で
ぁ
り
自
然
地.

ン

.

.
理
學
と
人
办
地
裡
學
枕
そ
の

.部
門
で
.ぁ
る
と
考
ぇ
た
い
の
で

.ぁ
つ
て
、
こ
.れ
も
拙
著「

經
濟
地
理
學
序
說」

：.私
述
べ
て
置
い
た
し
、
田
中

.啓
爾
敎
授
のT

地
理
學
の
.本
質
と
麼
理」

べ
古
今
書
院
;
ー'九
西
^
年
刊〉

秦

.ヤ 

: 

,

.?(

ら
れ
て
居
る
。_

〉

從
^
て
對
象
と
す
る
地
域
的
個
性.は
自
然
颂
象
：
又
*

.

.

'.

':
量
の
伐
事
で
あ
り
、
ま
た
極
め.て
||
'
し
い
仕
事
で
あ
る0
.^.
た
、
：
自
然
地
理
と
人
文
地.理
.と
を
則

自
然
現
象
全
般
或
は
人
文
現
象
全
般
を
觀
察.し
て
、
：_
然
地
域
或
は
ス
文
地
域
の
き
性
を
記
诞
し
說
明
す
る
こ
と
が
.、
旣
に
や
は
り
難
レ 

: 

'い
，$

で
ぁ
る
。'.
'だ
.か
ら
部
分
的
な
硏
究
が
：行.わ

れ

る

：。
--

人
文
地
理
：で
矣
兑
ば
經
濟
上
の
個
性
を#'
.つ
地
域
の
硏
究
と.か
、.
或
は
集
落
形
’
.

態
の
上
で
個
性
■

つ
地
域
の
|

ど
.か
が

冇

ゎ

哼
&
は
更
|

の

中

名 

，

.

二：
 

V

:.:

:
,.
''
'
:就
い
て
^
、
氣
候
上
の
個
性
ぁ
る
地
域
の.硏
究
と
か
、
：
地
形
上
：の
個
性
を
持
つ
地
域
の
：硏
次
と
か
、
或
は
更
に
そ
の
：中
，の
細
い
部
門
に
就

.

■
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V

ん
&

れ
等
部
分
的
硏
象0

电
呤
は
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實
.上
他
の
_
屬
問
"の
硏
衆
と
類
似
す
る% -

.

の
：が

生

：じ

^

來

る

：デ

树̂

ぜ

.

:■
■
硏
究
は
、へ
經
濟
擧
玉
の.俯
究
^

1部
^
レ
：
て

荇

わ

找

る

ど

"と
：
が

/

事
の
一
部
と
し
て
硏
究
す
る
の
と
は
違
い
、
經
濟
學
上
の
何
等
が
(0
研
究
_
資
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。_然
1<
乍
ら
そ
の
部
分
的
硏'
^

:

謂

■
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:
'
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ノ

べ

.
-
.
0
.
.
.

へ(

九
.七
八)

.
V 

成
す
こ

と

を11

小
そ
う
と
し
た
も
の
で
、
•經
濟
學
的
な
硏
究
で
•あ

る

と
同
時
に
、
.地
理
的
な
問
題
を
取
扱
う
も
の
で
%.
あ

る

。

そ

し

て

こ

の

， 

.;;ょ

.'
5
な
場
合
は
、_
會
屢
‘民
族
擧
焱
ど
©.
;硏

统

ぬ

歲

い

ま

も

特

に

；多

：

^
ょ
う
_
あ
妒
^
^
^

る 

'̂
え
■ば

p̂x....sorr©, 
_ 

Xj6S FondGmslrts 

d
6、'l
—

.s.

oq
a>
>0
(l
f
q
r
3
.
p
l
l
i
G 

.b/utnpiEL© ，
T
0
3
6

 I ?L6s^0nd6nl®Irts rbioIO

.̂Qns..

. 

Essai 

Qi
e r

h
o
m
m
e
.

 Paris, 

lg-
7'.
は
、
驚
く
べ
き
多
數
の
醫
學
上
の
硏
究
を
利
用
し
て
疾
病
の
地
理
を
述
べ
て
居

- 

る
，と
い
う

f .C

地
理
學
評
論
、
昭
和
ニ
六
年一

■月
.號
、
辻
村
敦
授
の
紹
介
に
ょ
る
。

)

:
::■
■
.斯
4
め
ー
如
：
<'
:
資
分
的
：な
硏
靡
_
_他
襻
間
&
:研
究
と
：區
別
1.
':

_
い

-*
關
が
|>
り
、
べ_

.
•、利

用

す
^ .
^

す

抑

ば

；、̂

の
：ょ
5
贷

疑

問

が

难

じ

：る

。
：

_

ち

部

分

的

だ

硏

究：^
^

て
、
そ
の
時
に
他
の
‘學
间
の
硏
究
#

が
す
る
の
と
何
か
異
な
っ
た
仕
事
を
す
る
‘か
、石
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
或
は
ま
た
他
學
問
の
歼 

，究

で

も

具

體

的

な

地

域

を

取

扱

っ

た

，も

の

は

、

'す
べ
て
地
理
學
的
硏
究
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
前
に
述
べ
た
環
境
_
; 

へ

的

乃

！

f

■

人

相

關

爾

的

硏

究̂

^

驰

域

權
M

の

も

f

そ

れ

等

が

具

體

的

な'地

域

を
.取

扱
r

限

久

理
學
の
部
分
的
硏
究
と
看
做
し
て
誤
り
で.は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

.
，.
. 

, 

•
' 

.

.
■; 

要
す
る
に
部
分
的
研
究
の
場
合
に
は
、
地a
學
固
有
の
硏
究
領
域
が
判
然
と
し
な
い
と
い
う
こ
.と
で
あ
る
。
多
激
の
ー
部
分
的
硏
究
を
利 

ハ'用
1,
ズ
廒
汰
龙
厨
積
に.わ
.た
^
地
表
鄕
分
を
誔
述
ず
る_
事
に
な
紀
ば
、
.ジ
 

地
理
袭
上
の
故
作
で
あ
っ
て
他
の何
も

の
で
も 

な
い
と
一K

え
る
%
の
が
出
來
る
。
然
し
部
分
的
硏
究
で
は
そ
れ
が
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
地
理
學
の
直
接
の
對
象
と
な
る
も
の
は
空 

間
的
な
存
在
で
あ
る
す
ベ.て
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
點
で
は.全
く
藤
別
.さ
れ
な
い
。.；特
殊
.の
硏
究
方
法
と
7
又
ぼ
.
^
^
^

る
が
、
部
分
的
な
硏
究
に
就
い
て
は
こ
れ
も
絕
對
に
必
要
と
一K

え
な

.い
の
だ
か
ち
、
こ
の
點
で

%-
區
別
で
き
な

^
.
:結
局
、
'部
分
的
硏
究
；

の
み
に
就
い
て
.一

K

え
ば
、
地
理
學
固
有
の
硏
究
領
域
は
な
い
と
一

K

う
こ
と
が
で
.き
る
ょ
う
で
あ
る
。
し
か
も
部
分
的
硏
究
ば
か
ヴ
が
非
常

親

な

.の
'で 

S

 

:

.

■

由
の
重
耍
な
部
分
が
と
こ
に
あ
る
の
で
は
汝
か
ろ
う
が
。
、
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■
 

' 

V
.
,
.
' 

-
. 

-
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- 

.

:

:

,.
,
も
ち
ろ
ん
池
理
學
的.研
究
の
領
轨
が
は
づ
き.り
.
P
ょ
.
5と
：し
ま
.い
：
：
と

、
^ ;
れ
.だ
'け
で

こ

.
れ

等

部

分

的

硏

究

め 

.
ベW

と

ぼ

：限

ら

な

い

。

'然

し
|
;般

的
&
ズ

っ

て

"
：
ぎ

間

勿

:.う

硏
究
が
、"最
本
大
き
な
學
問
的
債
値
を
持
：っ..成
果
を
生
む
め
で
は
：な
か
ろ
う
が
？
換
言
す
れ
ば

〜

地
：理
擧
が
獨
立
の.一
學
問
で
あ
る
^.

.)

ら
'
.
.
.
他
學
UJ
と
異
な
つ
た
.硏
究
を
す
^
と
.と
.が
望
ま
し
.
.い
_の
で
は
な
か
.ろ
う
が
..。_
.そ
.こ
で
.
.软
は
、
.
3̂1

.

.

.f - 

. 

' 

.

.

. 

.

.

. 

. 

.

.

.

.う

槪

念

か

ら

も

，：

-度
出
直
し
て
、
こ
の
點.を
考
え
て
本
た
い
と.思
う
。
.く

：
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.
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三
.：
分
布
観
察
の
焦
點
に
就
い"て
/
,
ュ
ノ
 

ふ
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Vン
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.
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■
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■
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.
、
.
分

布

の

觀

察

と

い

5
€>
-
'は
.い
っ
た
、い
'^
う

い

、う

と

で

も

ろ

う

が

。
ぐ

%：
：
ち
ろ
ん
吾
々
は
分̂

^

■'

V
無
限
の
参
樣
性
卜
黴
雜
性.
'量
を
含
む
規
實
世
界
を
、,'
.無
心
^
唯 

<あ
り
ー
の
.ま
ま
に
敢
上
げ
る
ご
と
は
不

. 

.
1* 

• 

.

.

.

. 
I
 

- 

"• 
I
 

. ' 

I
 

- 

.
 

• 

.,

.

r

,

.

g

§

’

る
。
：
從
っ
て：

吾
々
：がT

諸
瑰
象
の
.分
布
肷
態」

と
'致
う
場
食
、
眞
實
に
は
-
般
 

特

定

の
.

,

.

::.
--:霞
れ
故
現
象
め
分
布
狀
態
を
意
味
ず
る
の
で
あ
る
々
：そ
匕
一
で
：ご
の
選
擇
の
任
方
：が
根
味
的
忙
重

 

ま
り
觀
察
の
焦 

' :

點
：を
何
»
に
置
く
が
め
.間
題
で
あ
る
。
、
：分
市
を
膨
察
す
名
と
い
う
こ
.
.と
錢

：
も
少
七
細
く1
1
<
え
'^
何
處
に
分
布
す
る
か
と
い.
5分
布

の

空

萃
.
 

，
籠

位

置

、
：ど
れ
程
分#
ず
る
.が
：と
い
y
分
布
の
量
、
分
散
的
と
か
集
氓
：
§
ボ
.办
そ
.办
他
め
燊
間
的
分
布0.
形
態
、
諸
現
象
の
分
布
狀®

:

:

:
地
理
裂
の
.課
題
と
顧
域
に
就
い
て一
.
：
：.
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3
田
學
'會
雜
誌
第
西
十
六
卷
第
十
二
號

 

ノ，
 

, 

.
 

ニ
.一

(

九
八
〇)

，
,
:

柩
互
.間
の
場
所
に
關
す
る
關
係
、
こ
れ
等
の
變
化
の
速
度
な
ど
を
見
る
こ
と
.で
あ
る
が
、
.何
を
焦
點
に
し
て
こ
れ
等^/
諸
點
を
觀
察
す
る
. 

か
が
問
題
で
あ
る
。 

■.
.
 

,

:
:■;
の
焦
點
は
、

®
察
者
が
豫

.め
、ご
れ
を
洚
め

_
置
が
&
ぐ
と
4

、
^

:
0と
が
.で
ぎ
る
。'
或
は
間
接
：に
地
掏
や̂

 ̂

同
#'
に
何
か
_
著
な
も
0-
/に
行
赏
る
こ
.と
が
^
る
。
こ
れ
.も
® 

要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。..
.
'ー
兀

來

地

理

寧

は

ス

事

實

を

あ

り

，：の
：
ま
：
ま

.に
；：記

述

す

る

こ

と

に

ょ

-つて
、：：；

演

釋

跑

な

方

法

に

：伴

う

過

誤

を

正

し

‘

•た
り
防
い
だ
り
す
る
こ
と
を
、
.：そ
の
'課
學
間
に
對

:^
る
寄
與
の
'重
：要

な

-
部
分
と
ず
る
も
の
だ
：か
ら
.、.
.無
^

現
實
を
受
取
る
こ
と
は
大
切.で
あ
るf
成

心

：を

以

つ

で

す

る

場

合

：に

.或
は
竟
逃
す
.か
も
：知
.
^
 

無
^
に
觀
察
す
る》

 

:と
に
ょ
：つ
て
見
逃
さ
ず
に
濟
む
办
も
知
れ
な.い
か
；
ち

：で
：あ

る

-°
'
',
:

、
,

-:
,,
'.
*
 

:
然
し
乍
ら
斯
う
し
上
消
極
的
態
度
だ
け
で
は
、
十
分
に
深
.い
觀
察
が
行
わ
れ
な
い.の
'で
は
な
か
，ろ
5
か
。
郎
ち
観
察
者
：は
、
學
問
上
或 

は

露

坐
.活
.上
の
a ：
-要
間
題
に
關
連
1>
;
て
：觀

察

の

焦

點

を

•定
め
、.
.そ
う
し
た
積
極
籠
度
を.以
つV

觀
察
す
る
こ
と
も
ま
た
必
要
だ
と
邕

. 

う

:'
0
自
麗
友
び
人
文
：の
，兩
方
商
に
わ
た
る
：地
理
學
全
般
に
づ
か
X
は

、
；

：

こ

の

點

に

關

し
.て
實
質
的
.に
重
要
な
こ
と
は
何
も
茇
え
な
い
。唯
. 

;,
人
僩
の
1禍
祉
_の
增
大
に
關
係
ホ
る
淳
項
を
觀
察
す
る
こ
と
と
か
、
_地
理
的
理
.想
と
呼
び
た
い
と
こ
ろ
の
人
間
生
活
の
理
想
の
：地
理
的
側
' 

面

、
，
卽

ぢ

人

が

：居

往

地

「

の
'如

何

に

拘

ち

：ず

搿

等

な

生

活

水

#
を
享
受
し
得
る
狀
態
.へ
近
接
す
る
た
め
の
問
題
に
關
係
す
る
も
の
を
觀
察
す 

る
こ
，と
と
が
、-'
:
を
擧
げ
得
る
に
過
ぎ'*
い
巧
あ
ろ
う
。ヾ

然
し̂
ら

特

殊

，め

部

門

に

就

い

.て
の
斫
究
と
な
れ
ば
、'.
こ
れ
ら
の
焦
點
ば
も
つ
と* 

は
つ
き
り
1>
.た
特
定_

の
.
.も
.，の
に
な
:^
. 

^
意

味

も

，
具

體

的

に

な

り

得

る

。
：

#1
1
;'
%
.ば
經
濟
地
理
的
硏
究
の
場
合
な
ら
、
經
濟
現
象
分
布
の
.' 

k
置

•
量
•形
態
•變
牝
速
度
な
ど)

を
觀
察
す
る
場
合
、
：
經
濟
の.地
理
的
側
面
办
S ,
要
陴
題
に
關
連
し
そ
焦®
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

'• 

°

;
こ
の
焦
點
は
ー
く
な
も
ぁ
り
得
る
が
、

そ
の
中
で
次
の
3:
っ
'を
最
.も
.生
要
な
も
の
：と
考
ぇ
る
。.
X
BI
I
ち
經
濟
瑰
象
の
地
域
的
集
中
：

3
：

._經
濟
.の
地
域
的
尊
門
牝
及
び
多
灼
化
、
：闰
經
濟.の
：地
理
的
組
織
、«
他

地

域

の

，經

濟
.と
0
關
係
^
と
れ
等
の
變
化
の
肷
態
、
で
あ
る。
こ 

_

れ
等
の
う
ち
地
域
的$

“專
門
化
及
び
多
角
化
：に
就
い.て
は
、

贫̂

”
：^.Hoover, :

T
W
.
L
O
I
O
n

 o
f
A
c
o
n
l
c

 Aetiylty. 

•-New York, 1948

•
の
第
五
零
第
一
七
章
そ
の
他
友
び
 

political and. JSconomic plannin^,Keport on .the 

Location 

of 

l
n
d
l
y
,
L
l
o
n
i
f

 

E, 

I

.
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.

.

.
I
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. 

. 

.
•
+ 

- 

• 

-■ 

.
, 

■

.
 

.
‘ 

+

•

+

.

.

.
 

.

-son,oity Region a
n
d

 .Kegisalism. A

 Geographical Contribution to .
H
u
m
a
n

 

Ecolo

的 y. London, 1947
.

か
ら
敎

ゼ
ら
れ

'̂
と
こ
ろ
が
多
い
。：：.地
域
的
集
中
：は
'
そ
れ
於
經
薇
ガ

^

:

(

門
化
は
經
濟
：の
能^.
.化
，を
意
味
す
石
可
能
性
が
あ.る
じ

岑

に

：
ょ:^
で
、
：本
た
地
域
納
缕 

\る
こ
と
に
ょ
っ
文
、#
れ
ぞ
が
重
要
で
あ
^

施
趣
的
組
繳
に
ダ
：い
ゴ

:
.の
機
能
を
^:
所
的
に
集
#
す
る
：̂
節
^;
一
 Nodal«oint:

「

を
中4

と
し
て

I

社
會
生
活
：霄

わ

れ

る

事

！

B ；

が
あ
る
。.
.
一
地
域
の
經
濟
諸
現
象 

が歡瓦に有檄的なずょうな

^;
布
狀
態
を
.な
ず
か
否
が
德
：、
經
爽
全
體
に
重
要
な
關
係
を
持
つ
。
m
lq
の
他
地
域
の
經
濟
と
の 

|1
係
ど
パ
う
の
ぼ
、'諸
地
域
相
.苯
間
；に
，地
趣
的
な
有
機
的
組
織
が
ど
：の
殖
度
に
あ
る
か
め
.問
題
に
關
す
る
;%
,0
:で
あ
つ
て
、
例
え
ば
物
資 

-•

め
無
駄
な
輸
送
が
あ
る
か
な
：い
典
の
問
爾
：の
如
き
も
：の
'を
食
む
。
：
第
五
の
點
に
就
い
て.找
說
.明
を
要
.し
な
：い
4
魂

}
が
、
避
濟
現
象
の
如 

.き
は
變
伸
の
速
度
が
爭
ぃ
か5;
、
:&
の

默

の

：觀

察

ば
.や
は
り
意
要
光
#
を

。
パ
ン
：
',
一: 

-
諸
現
象
の
分
布
狀
態^.
觀

察

：し

於

地

域

的

個

胜

钇

記

述

.す
る

と

：
や

う

：注

.耍
奮

味

は
^̂
^
^

^
と
い
Ao
t
と
で
あ
ろ
う
思
う
。
..
例

：え
ば
何
か
：
の

農

作

物

が

.將

に

多

產

さ

れ

る

と

い

う

特

殊

事

情

が

あ

，つ
た
；と
；
し

て

'も
、
.そ

れ

は

そ

れ

自 

—

で
ば
無
意
味
セ
あ
ろ

ミ
" ：

そ
れ
が
存
に
た
は
う
な
德
點
或
ぼ

.
そ

め

他

：の

何

等

か

0
觀
察
め
福
點
に
關
逑
し
て
意
味
を
持：2 

ギ

©:
農
作
物
め
坐
：產.
に

敞

域

的

集

中

が
'あ
る
か
广.
：尊

門

牝％
^

- 

.

'..
■- . .  - ■
 

. 

•. 

.... 

. .
V
 

... 

•>. . 

.

.

.

,

:

'
地
理
學
の
課
：題
と
領
域.に
就
，い
て
：

''
'

.

'

/

■'

-
.-
'.
-'
.v
._
.
' 
:

-

.
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.
■
田
擧

然
し
乍
ら
こ
こ
欠
殘
る
疑
时
は
、
こ
の
考
え
方
が
經
濟
地
理
擧
的
砰
究
を
經
濟
事
へ
結
ぴ
っ

‘け
る
け
れ
ど
も
、
地
理
學
の
他
の
部
門
と'

め
關
係
は
ど
う
な
る
か
の
間
，題
で
あ
る
。
經
滴
地
理
に
っ
い
て
以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
、
そ
れ
と
同
様
な
こ
と
が
他
の
也
理
學
部F

の
そ

• 

- 

. 

• 

: 

.

.

. 

. 

- 

.

.

.

.

•

•

:

-

.

.

れ
そ
れ
に
..於
.い
て
-%
行
わ
れ
る
も
の
.と
^
て
述
べ
，
た

こ

と

は

’も
ち
ろ
ん
.で
あ
る
が
、
' そ
う

な

.
る

と

す

べ

て

の

地

理

擧

部

門

が

そ

れ

ぞ

れ

關 

■'
«
の
嫌
W
--
M
理
擧
外：

の
;:
^
■
と
：猶

饭̂

ガ
深
;;
-
<な

為

れ#
货
^
る
6或

::
2
>地
：域
の
食
薇
泥
び;1
:

#的
諸
事
情
の
金
般
を
觀
察
し.た
結
果
、 

そ
の
綜
合
的
個
性
；̂求
め
よ
う
と
す
る
の
が
地
理
學
的
硏
究
の
目
的
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は
要
す
る
に
地
理
，擧
諸
部
門
の
硏
究
を 

綠
合
す
る
こ
と
で
あ
る
パ
そ
の
綜
合
を
行
う
場
令
に
、
各
部
門
の
轫
究
が
，右
の
よ
う
に
地
理
學
外
の
諸
學
問

&

び
っ
く
性
質
：の
も
の
.で 

ib
つ
て
も
差
支
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
こ§
點
に
對
し
て
ま
だ
答
え
る
こ
と
が•で
き
な
い
が
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
各
部
門
^
お
け
る
觀 

察
が
深
め
ら
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
線
合
の
仕
尊
を

一

層
困
難
に
す
る
ft
は
な
い
と
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
居
るo

唯
{
そ
の
場
合
に
間
題
に
な
る
の
は
、
ふ
部
門
の
觀
察
の
煤
點
の
き
め
方
の
問
に
、
や
は
り
何
等
か
の
統

一

が
必
要
で
，は
な
い
だ
ろ
？ 

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
に
擧
げ
た
經
濟
地
理
的
硏
究
以
場
合
の
例
は
、
經
濟
の
地
理
的
編
成
に
關

係
し
そ
焦
點
を
き
め
て
居
る
o.
若 

^

:4
他

部

機

の

«

究
::
^

:«
境

論

的

乃_

_
人
«'
關

論

的

研

究

：
の

見

_

が

も

|1
'
:察

办

焦

黠

を
^;

め
：る

も

の

の

み

で 

の
15

の
'^
な
^ :
方
向
C)
-焦
點
か
ら
觀
察
ざ'れ
た
嚴
果
を
綜
合
す.る
^
と
.
.に
、
:.
'困
難
が
#
わ
な
^
 

少
.ぐ
と
も
、
す
べ
て
の 

#
們
で
..觀
察
.の
焦
點
..を
，她
'&
的
編
痛
に
.關
し
_.て
き
め
^:
藥
合
..：に
此
^
セ
困
.難
で
$>
'
る
^
1
£
.え
る
^

:

-
-
-
-
-
V 

. 
*
 

■ 

、 

. 

. 

■ 

-

.

,

以
上
述
べ
て
來
た
と
こ
ろ
か
ら
、
私
が
地
理
的
編
成
を
地
现
學
的
砾
究
の
指
導
槪
念
と
し
て
認
め
て
居
る
こ
と
が
謭
矜
諸
賢

_
は
明
か

. 

で
あ
ろ
う
。
地
理
學
の
最
も
极
本
的
な
槪
念
は
も
ち
ろ
ん
地
表
に
於
け
る
空
間
的
分
亦
で
あ
る
が
、
分
布
す
る
も
の
と
他
の
分
布
す
る
も

め
と
の
關
係
袅
い
て
分
布
が
き
ま
っ
てI

こ
と
を
驚
る
結

f
し
て
、
そ
し
て
ま
た
麗
象
の
分
布
狀
態
が
特
續
的
•
固
定
的
マ 

あ
る
場
合
を
普
通
.の
七
と
と
思-.
5

程
ガ
あ
ふ
結
果
と
し
て
、
地
理
的
編
成
：の
概
念
が
容
易
に
出

.
て
來
，る
。人
註5

.
我
一
一

.

叙
は
地
理
的
編
我
と
い
う
言
槳
と
共
に
、：地
域
的
櫞
造
'>

地
理
的
組
織
>
'地
理
的
權
造
な
 ̂

差
別
な
ぐ
使
っ
て
居
る

..
0

こ
れ
等
の
：槪
念 

:

を
.厳
密
に
規
觉
す
：れ
ぱ
、
或
は
：同
齋
：に
用
い
て
は
不
可
で
あ
る
-0
か
も
知
れ
な
い
が
、
.
.ま
.だ
'
.そ
.れ
が
で
き
な
い
。
.要
す
る
に
、
ヴ
ィ
ダ
ル
•
ド

ク

ラ
. 

ブ
,フ
r

シ
土
於「

地
的
.统
.一」

と
呼
び
、
川
喜
田
^ -
か
'T

地
的
均
衡」

と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
狀
態
.が
生
じ
て
居
る
の
は
、
'地
表
に
分
布
す
る
諸
現
象
の
間
に
、

. 

:

.組
織
が
あ
リ
檣
造
が
あ
る
.%
の
と
看
做
す
こ
と
.が
.で
き
.る
狀
態
が
あ
る
か
'ら
-だ
.と
考
え
る
の
で
^

る
,°
,

.

こ
.
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.
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あ
る
。
地
域
と
异
つ
：て
も
大
小
..の
單
位
が
あ
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